
　８号館 404 教室では、北川ゼミ第
４班による「Atelier fleur- ハーバリ
ウムペン -」が開催。来場者はペンの
中に花やビーズが入った「ハーバリウ
ムボールペン」を作製することができ
る。会場内の各テーブルでは、学生同
士や家族で会話をしながらペン作りを
楽しむ姿が見られた。体験料金は 450
円。企画した学生の作品も同じ値段で
販売しており、受付横にはカラフルな
ボールペンが多数並んでいた。会場の
様子を見学し、参加者に感想を聞いた。
　まず参加者はペンの色と軸に使う
パーツを選ぶ。ペン作りにおいて重要
となるのは透明な軸に何を入れるか
だ。オリジナリティーを出す鍵になる
ため、パーツ選びに時間をかける人が
多かった。次に軸にオイルを注ぎ、ピ
ンセットでパーツを入れていく。自分
のイメージ通りの仕上がりにするには
慎重に作業を行う必要があり、苦戦す
る人も時折見られた。その後、担当の
学生がふた閉めを行って完成。体験者
は出来上がったペンを楽しそうに見せ
合っていた。
　体験を終えた参加者は「パーツを選
ぶ工程が難しかったが、それを考える
ことが楽しかった」と語った。世界に
一つだけのオリジナルボールペンは、
きっと参加者たちの宝物になったはず
だ。                               （三瓶純一）

　今年のミス成蹊に選ばれた安藤葵咲
さん（総合経営２）に取材した。
――ミス成蹊コンテストに参加を決めた

理由を教えてください。

　大学生の間に大きなことを成し遂げ
たいと思い、このコンテストに参加し
ました。また、元々人前で話すことが
苦手だったので、大きな舞台に立つ経
験をしたかったのも理由の一つです。
――アトラクションにてフルートで披露し

た 『美女と野獣』 の選曲理由を教えてく

ださい。

　中学時代に所属していた吹奏楽部で
演奏したことがあり、思い出の曲だっ
たことが第一の理由です。また、『美女
と野獣』の世界観が好きなので、フルー
トでその雰囲気を届けたいと思い選曲
しました。
――ミス成蹊グランプリを獲得した時は

どのような気持ちでしたか。

　まず本当に嬉しい気持ちになり、応
援してくれた方々のことが頭に浮かび
ました。グランプリという素晴らしい
賞をいただけたのは、紛れもなく周り
の応援のおかげなので、感謝の気持ち
でいっぱいでした。
――グランプリを取って家族からはどの

ような反応をされましたか。

　グランプリを取った時は「おめでと
う」や「お疲れ様、毎日頑張ったね」
と言われました。母は活動期間中の「ミ
クチャ」を使った配信を毎回見てくれ
ていて、くじけそうな時にかかってき

た電話は心の支えになりました。
――今回の４カ月間の活動を通じてどの

ような点で成長したと感じますか。

　このコンテストに出る前は本当に自
信が無くて、人前に出ることが苦手で
した。けれども、撮影を通じて人前に
立ち、人から見られるという経験を通
じて、以前より自分に自信をつけるこ
とができたと思います。
――コンテストでの 「最後のスピーチ」

に込めた思いを教えてください。

　この４カ月間、たくさんの人に支え
られてきました。大変だったこともあ
りましたが、支えてくれた方々のおか
げで楽しんでコンテストに臨むことが
できました。スピーチにはそんな皆さ
んへの感謝の気持ちがこもっています。
――これからの目標を教えてください。

　私には幼少期から目指している夢が
あります。この活動で培った自信や人
前に出たときの立ち振る舞いなどを生
かして、その夢に向かって日々努力し
ていきたいと思います。     （鈴木恭輔）

　北川ゼミ第２班の体験企画「宝石の
せっけん屋さん」が３号館 404 教室
で行われた。同企画では、キラキラと
した見た目の「宝石せっけん」をイン
テリア用にカットする体験会を実施。
親子連れからも人気の高かったこの企
画に、実際に記者が参加した。
　体験に用いるのは、学生自らが製作
した円柱型で半透明のせっけんだ。そ
の中から好きな色のものを選び、自分
の好みの形にカットすることで唯一無
二の作品に仕上げていく。軟らかく切
りやすい反面、切り過ぎには注意が必
要だ。記者は作りたい形をうまく思い
描けず、作業に時間がかかった。とは
いえせっけんの表面には既に模様が施
されていたため、満足のいく作品を作
ることができた。こうした工夫からは、
小さい子どもでも楽しめるものにした
いという企画の背景がうかがえる。
　幅広い世代に配慮した工夫で人気を
集めたせっけんカット体験。製作した
せっけんは自宅に飾ってあるのだが、
ふと目にした時に欅祭での出来事を思
い出すきっかけとなってくれている。

   （中田亘）

▼公務員志望者向けの取り組み紹介

　例年、本学で一定数の志望者がいる
公務員。コロナ禍で安定志向が望まれ
るにつれて、公務員はさらに注目を集め
ている。今回は公務員志望者のための
イベントを企画している本学キャリア
支援センターの担当者に取材をした。
　公務員試験は４年生の４月から 12
月にかけて行われ、採用が決まるのは
早くてもおおむね８月になる。３年生
の６月から１年以上かけてインターン
シップ・選考が行われる民間就職とは、
選考時期が大幅に異なる。そのため民
間就職と両立するには、５社から 10
社程度民間企業を受け、面接の経験を
積んでおくことが推奨される。早めの
試験対策も、両立する上でのコツだ。
試験対策として、大学１・２年生のう
ちから資格取得支援予備校のオンライ
ン基礎講座を受けることも有効だ。本
学でも予備校と連携して公務員対策講
座を開講しており、実際にこの講座
を受講して合格した学生も多数存在す
る。
　現在実施予定の公務員志望者向けイ

ベントは６つある。その中で担当者が
特に参加を推奨するのは、２月２日に
開催予定の４年生による合格者報告会
だ。この報告会は勉強方法や民間就職
との両立方法など、実体験に基づいた
話を聞くことができる。
　キャリア支援センター事務室主査の
浅香啓さんは「試験勉強も重要だが、
面接の話題にもつながる学生生活を充
実させることも大切だ」と語る。公務
員に興味のある人は、一度キャリア支
援センターに足を運んでみてはいかが
だろうか。　　　　　　　（山本実玖）
▼ギターソサエティー定期演奏会　
　12 月 18 日、本学ギターソサエ
ティーによる第 55 回定期演奏会が行
われた。この定期演奏会は毎年 12 月
に開催しているもの。小林大祐さん(経
済経営４) ら４年生の部員に今回の演
奏会について話を聞いた。
　演奏された全８曲のうち、特に注目
したい楽曲は４年生による卒業演奏

『夏色のファンシー』。苦楽を共にした
仲間との目まぐるしい４年間の思い出
を、場面ごとに印象の変わるこの曲に
なぞらえて演奏する。仲間と切磋琢磨
して練習に励んだ日々や、コロナに
よる制限下で行った活動への思いを胸
に、卒業演奏に臨んだと小林さんは語
る。

　同部は毎年、委嘱作品としてギター
の専門家に楽曲を提供してもらってい
る。今年は富川勝智氏の提供した『あ
なたは佇

たたず

む』を全員で合奏。楽曲は３
つの楽章からなっており、コロナ禍で
不自由な学生生活を余儀なくされた若
者をイメージして書かれている。同部
のために書かれた楽曲であるため、作
曲者の思いを届けられるように演奏し
たそうだ。
　最後はアンコールで『All I Want 
for Christmas Is You』を演奏し、
観客を楽しませた。４年生にとっては
集大成となる最後の演奏を終えると、
会場から止まぬ喝采が送られた。小林
さんは「無事に開催することができた
喜びと、同じメンバーでステージに上
がることが最後となってしまった寂し
さを感じている」と演奏会を振り返っ
た。　　　　　　　　　　( 掛札若奈 )

成蹊大学新聞１面

　「ブルームバーグ ESG 投資コンテ
スト 2022」で、経済学部の永野護
ゼミがレポート賞を受賞した。同コン
テストは、経済・金融の最前線におけ
る学びや実体験を幅広く提供する機会
として実施されている。今年は「Ｚ世
代が作成する『選ばれる』ESG ファ
ンド」をテーマに、全国 23 校の大学
から 324 人の大学生が参加した。１
チーム 100 億円の仮想投資資金を使
い、企業の統治・社会・環境への配慮
を重視して銘柄を選ぶ ESG 投資のシ
ミュレーションに取り組んだ。
　永野護ゼミでは毎週各グループが

様々な観点から企業を分析。その結果
から選定した株価銘柄の内容について
プレゼンテーションを行い、討論を重
ねてきた。在籍する学生の話では、討
論を通じてわかりやすく相手に伝える
力や論理的思考力を身に着けることが
できたそうだ。今回受賞したレポート
では、少子化に伴い労働人口が減少し
ていく日本において、限られた労働力
での経済維持と生産性の向上に着目し
た。そしてそれらを企業活動に結びつ
け、「人的資本の活用」というテーマ
で報告書を作成したという。
　コンテストが終了した 11 月 13 日
には、レポート賞を受賞した８校のう
ち立教大学、青山学院大学、本学の３
校による合同ゼミが開催された。合同
ゼミでは各校が作成したレポートのプ
レゼンテーションを実施。その後レ

ポートの改善点や疑問に感じたことに
ついて意見交換し、あらゆる角度から
反省を行った。
　例年、このコンテストで現代ファイ
ナンス理論をビジネスの分野に実装す
ることを目標にしているという永野護
ゼミ。今年もコンテストと合同ゼミの
活動により、目標を達成できたという。

   （佐藤樹）

　大阪府枚方市の中学校でいじめを受
けた生徒とその母親が市を相手に提訴
したことが、ニュースで取り上げられ
た。中学生にとっては学校と家が自分
の主なコミュニティーだ。そのため、
学校の人間関係に苦労すると日常生活
に支障が出てしまい、心の傷を負い続
ける人もいる。狭いコミュニティーの
中で人間関係を築き、居場所を持つこ
とは難しい▼人は年齢を重ね経験を積
む中で人間関係が広がる。大学への入
学はそのきっかけだ。大学では高校ま
でとは異なり自分で選択する授業が多
いことから、学校生活における人間関
係が流動的になりやすい。だが、課外
活動やアルバイト、趣味を始めるなど
自ら行動を起こすことにより、自分の
居場所を作れる。私は実際に複数のコ
ミュニティーに飛び込んだことで、活
気のある毎日を送ることができた▼居
場所はどの世代においても必要だ。以
前ゼミの活動で、高齢者の健康的な生
活を支援する施設を訪れた。施設の方
の話によると、利用者の多くは健康維
持のためだけではなく、地域の助け合
いやつながりを生む交流の場を求めて
通っているという。長い人生において、
居場所を持ち続けることは大切だ▼私
はもうすぐ４年間過ごした大学を卒業
し、人生の次のステージへ進む。今ま
で築いた人間関係を大切にしつつ、新
しく居場所を作り、豊かな人生を歩み
たい。　　　　　　　　　(梶原万穂)

　本学北東に位置する馬場では、馬術
部による乗馬体験と馬へのエサやり体
験が開催。完全予約制で行われた乗馬
体験は連日盛況で、エサやり体験も特
に家族連れから人気のイベントとなっ
た。子どもたちを中心に、会場は訪れ
た人々が馬との触れ合いを満喫する姿
であふれた。
　実際にエサやり体験をした参加者に
よると、馬場では常に馬が前脚で小屋
の扉をたたく音や、いななきが響いて
いたという。その上「かまれないよう
に注意」の張り紙があったことから、
最初は物おじして馬と距離を取り過ぎ
てしまったそうだ。だが、ニンジンを
馬の口に運んでいるうちに視線が合う
ようになり、心を通わせた気分になっ
たという。普段接する機会の少ない馬
との交流は良い思い出になっただろう。
　また、会場では使わなくなった蹄

て い て つ

鉄
の販売も実施。蹄鉄はひづめに７本の
釘を使用して打ち付けるため、ラッキー
７で縁起が良いとされる。上向きに飾
ると幸運がたまり、下向きに飾ると厄
よけになる言い伝えがあるそうだ。
　馬場には本学学生に限らず多くの人
が足を運び、馬とのコミュニケーショ
ンを楽しんだ。３年ぶりに対面で実施
された馬術部の催しは大勢からの関心
を集めた。来年も開催されることを心
待ちにしたい。　　　　     （星野佑奈）

グランプリ受賞直後の安藤さん

せっけんカット体験の様子

合同ゼミの様子 定期演奏会の様子

　第 61 回欅祭が 11 月 19 日、20 日に開催された。今年のテーマは「華」。

飲食を伴う屋台が復活するなど欅祭に活気が戻ってきた。本記事では

３年ぶりの実施となった馬術部の企画をはじめ、華やかさをもたらし

たミス成蹊インタビューを通じて欅祭を振り返る。


